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月 日、当時 の ウスは、 角形が定規とコンパスのみで作図できることを発 しまし

た。その方法は、方程式・複素数・三角関数を組み合わせて幾何学の問題を考察するという、当時としては画期的

なものでした。皆さんが中学・高校で学んでいる「数学」は、様々な単元に分かれています。代数の授業では方程

式の 法を学 、幾何の授業では図形の勯 を学 ます。しかし、これらが く関 することは、（ ながら）

普段はあまり強調されません。もともと「式」や「図形」は一体となって研究され発展してきたものですから、広

い 勷から めることで く することができます。この ーでは、 どのような 角形が作図

か』といった古典的なユークリッド幾何学の問題から始めて、この問題の背後に方程式の問題が隠れていることを

します。そして、 ウスによる 角形の作図法の イデ を します。「式」や「図形」といった

が、勶代数学の中でどのように がり、 や代数幾何学として勶 はどのように研究されているかを

したいと思います。数学に興味のある中学生や高校生ならどなたでも歓迎です。ふるってご参加ください。お待ち

しております。 
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 (京都大学大学院 理学研究科数学教室准教授)  

1977 勜勿生まれ。 大学 場高 学校 学中の 1994 に 際 オリン ック
第 6 回スウェーデン大会で銀メダルを獲得。翌 1995 の 際 オリン ック第 7 回オランダ
大会では日本 となる メダルを獲得。 勤大学 学中にはＫ会数学講 の リ ラ 開発
にも関わる。2003 勤大学大学 数 学研究 後期 程 。2005 日本数学会

受 。 勭（ドイ 、 ランス）の研究勰でも研究を う。勶 は、勤 大学数
学教室にて数学の研究・教 を う一方、 際 オリン ック日本 手 としても 。 

【講演者より一言】 
数学の研究の勘思 さや さもお したいと思っています。また、講義中には実際に手を動
かして作図を体験してもらう時間も設ける予定です。参加者は定規とコンパスをご持参くださ
い。 

 

◉開催日時：11 月 24 日（日）10:00 13:00（開場：9:30 ） 

◉会 場：Ｋ会渋谷会場（ＭＥＰＬＯ渋谷教室内） 

◉参 加 費：無   
※筆記用具・定規・コンパスをご持参ください。 

◉申込方法：Ｋ会事務局（本郷教室）までお電話ください。 
※定 になり 第、 とさせていただきます。 

◉お問い合わせ先：  0120-540-315 
受付時間 13:00 20:00（日・祝休み）※講習・イベント時除く 

◉ホームページアドレス：www.kawai-juku.ac.jp/kkai/ 
 

    


